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去る 4/21（土）から 4/30（月）まで、

ぱれっとのビジュアルブック「あなたと

わたし わたしとあなた」の写真展が名

古屋市中区栄にあります「本の王国 中

日書店前」にて開催されました。今回の

写真展は、書店「本の王国」を運営して

いる株式会社新進の社長、加藤さち子様

が業界紙に掲載されていた、ビジュアル

ブックの記事を見て、出版社である小学

館へ一本の電話をかけて下さったこと

がきっかけでした。 

●前日準備 （4月 20 日） 

２１日の写真展に向け、東京から写真

家の寺澤太郎さん、デザイナーの大久保

裕文さん、編集者の廣野篤さん、そして

ぱれっとスタッフの長澤が準備に駆け

つけました。会場には事前に送っていた

縦１７０cm×横１８０cm の巨大写真パ

ネルも無事に到着していました。書店の

向かい側に会場が設けられ、二か所に区

切られたスペースはとても広く、通路を

歩くお客様の目に留まりやすい絶好の

場所をお借りする事ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、一つ目のスペースには、インパ

クトのある巨大写真パネルを通りから

一番よく見える場所に設置をしました。

また、壁面を写真の描かれたポスターと 

小さな写真とで組み合わせて飾りつけ、 

 

壁面の真下にあるショーケースには皆 

が描いた絵画が並べられました。そして、

ショーケースの中をライトで照らすと、

作品は一段と輝いて見えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一つの空間には、恵比寿の写真展

で使用した写真の中から約１００枚を

選び展示をしました。水平器（写真を水

平に貼るための道具）を使って壁に一点

一点丁寧に貼る為、作業にはとても時間

がかかります。全ての写真を貼り終え全

体を見渡すと、白い壁に貼られた１００

枚の写真は一つのアートになりました。 

●写真展の様子 （4月 21 日） 

開店の１０時を少し過ぎた頃から、展

示された写真をじっくりご覧になって

いるお客様の姿が、あちらこちらで見ら

れました。ゆったりとした空気に包まれ

た会場は、写真展のお知らせを手に持ち、

写真をご覧になられている方、書店の前

を通りかかり、ふらりと写真を見に来ら

れた方など、子どもからご年配の方まで

様々なお客様がお越し下さいました。 

「本当に皆さん楽しそうですね」「な

ぜこんなにも表情が活き活きしている

のでしょうかね」などと声をかけて下さ

った方や「昔、近所に障害のある方が住

んでいて、この写真で『今も元気にして

～もっともっとたくさんの方々に見て欲しい～
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いるかな』と思い出しました」と写真を

見ながら、昔懐かしい思い出を笑顔で語

って下さった方もいらっしゃいました。 

また、事前に株式会社新進様が、展示

会の宣伝をして下さっていた為、新聞社

の取材や地元のラジオ局からの出演依

頼もありました。改めて、多くの方々が

名古屋での写真展を応援して下さって

いることへ、感謝の気持ちでいっぱいに

なりました。 

今回、株式会社新進社長の加藤様がか

けた一本の電話から始まった写真展。こ

の写真展を通し、たくさんの方々と「つ

がなり」ができました。そして、そのつ

ながりがまた新たなつながりへ広がっ

ていってほしいと思います。 

 

株式会社新進 書籍販売部 

部長 宮地友則様より 

この度は「本の王国中日書店」におき

まして貴重な写真展を開催いただきま

したこと改めて感謝いたします。私ども

は書店ですので、本を売ること以外に何

ができるのだろうと正直迷っておりま

した。しかし、この写真展を通じて感じ

たのは、障害のあるなしではなく、一人

ひとりが一生懸命に生きている姿を伝

えることで何かが

変わるのではない

かという思いです。

すべての人が笑顔

でいられる社会を

考える大変よい機

会になりました。 

 

●最後に 

今回、東京という枠を超え、名古屋に

て写真展を開催できましたことを大変

嬉しく思います。株式会社新進の皆様、

そして書店の皆様の温かいご協力と何

よりも親身に受け止めて下さろうとす

るお心遣いがありがたく、そして心強く

感じました。今後もこのつながりを大切

にしていきたいと思っています。 

最後になりましたが、株式会社新進社

長の加藤様をはじめ社員の皆様、本の王

国中日書店の皆様、そして写真展を行な

うにあたり、準備等ご協力下さいました

皆様、この場をお借りしまして心よりお

礼申し上げます。ありがとうございまし

た。  おかし屋ぱれっと職員 長澤美佳 

 

 

 

今後も、多くの方々に、ぱれっとのビ

ジュアルブックを見ていただく為、積極

的に宣伝を行なっていきたいと思いま

す。そこで、皆様にご協力のお願いを致

します。下記のようなご協力、またはそ

の他のご提案がございましたらお問い

合わせ下さい。よろしくお願い致します。 

---------------------------------- 

ビビジジュュアアルルブブッッククのの宣宣伝伝方方法法ととししてて  

・委託販売して下さる、またはチラシを

置いて下さる方や団体 

（店頭やインターネット等） 

・委託販売場所のご紹介 

例えば：福祉ショップ、生協、企業 

障害者福祉に関心のある団体等。 

・外出時にビジュアルブックのチラシを

携帯し宣伝。 

・同窓会や会合、講演やフォーラム等、人

がたくさん集まる場所での宣伝協力。 

－お問合わせ－ 

特定非営利活動法人ぱれっと 事務局 

電話：０３－５７６６－７３０２ 

販促方法として 

皆様のご協力を募っています 
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「あなたとわたし わたしとあなた」の感想が届きました！ 

海津 歩さん（株式会社スワン） 

私は障がい者のカフェアンドベーカリー「スワン」を運営しています。私が、この写真集

から見たものは「心の豊かさ」です。私は「豊かさ」とは選択できる自由だと思っています。

今日は何をしようか、どちらを買おうか、今度はやめておいて、次はこれをしよう！障がい

者だからといって二者択一どころか、いつも人様から決めつけられた選択肢のない生き方で

いいわけではありません。それにしても、みんないい顔をしています。「スワン」でも色々

あっても、毎日こんないい顔に魅せられて、みんなで切磋琢磨してきました。でも残念です。

障がい者は隔離されて日常生活にいないから。だから、私は一人でも多くの方に、この本で

彼らのいい顔に出会って知ってもらいたいのです。こんな素晴らしい世界があることを。 
 
 

ユコフ美加さん（ＦＷＢ主宰 世田谷区在住） 

最初のページから、終わりまで、メッセージがたっぷり、各ページの英語のメッセージも

印象的です。タイトルを見ていると谷口さんのお顔が目に浮かんできます。最後のページの

ひとこととともに。なぜ、こんなに、このシンプルなタイトルが、胸にずしんと来るのでし

ょうか。考え始めると、胸がつまってきます。写真に写っているかたがたが、そばにいるよ

うな気がしてきます。写真がさらに、語りかけてきます。谷口さんの語る文と沢山の写真の

相乗効果で、ひきこまれるように、最後のページにたどり着きました。ずっと自分の手元に

おいて、思い立ったときに、また何度でも、開いてみたいと思います。たくさんのかたに、

ご紹介したい本です。 

「あなたとわたし わたしとあなた」〜知的障害者からのメッセージ〜 
 

小学館より出版されました！お近くの書店またはインターネットで購入いただけます! 

「ぱれっと」で購入希望する方は、ホームページ(http://www.npo-palette.or.jp)、 

又は①〜⑤の必要事項を記入し、FAX０３-３４０９-３７９０までお申し込みください。 

①氏名(ふりがな)  ②所属(団体名) ③送り先住所  

④電話番号、メールアドレス ⑤冊数  
 

書籍代 1470 円/冊の他に、送料 160 円/冊 

１冊の合計 １６３０円 
 

・５冊以上同じ送り先の場合は、送料無料  

・到着後、同封の郵便局振込用紙でご入金ください 

（別途振込手数料がかかります） 
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